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２０10年2月3日

報道関係者各位

液晶ポリマー ベクトラ® 重合能力増強について
ポリプラスチックス株式会社
ポリプラスチックス株式会社 (社長:後藤  昇、本社:東京都港区) は、液晶ポリマー（LCP)「ベクトラ®」の、ポリマー重合能力5,000ﾄﾝ／年の生産能力増強を実施します。
2008年9月のリーマンショック以降、世界経済の急減速を受けLCP需要も大幅に落ち込みましたが、中国を中心にアジア需要が立ち直り、今後も2桁の成長が期待されています。　ポリプラスチックスは、こうした市場成長に加えて、新規の開発案件が続々と採用されつつあり、市場の伸びを大幅に上回る高成長が期待されています。　こうした状況を受けて、アジアでシェアNo.1のトップ・サプライヤーとしての供給責任を果たすため、富士工場での5,000ﾄﾝ／年の増設を正式に決定しました。
今回の増設によって、ポリプラスチックスのLCPは、ポリマー15,000ﾄﾝ／年、コンパウンド22,000ﾄﾝ／年の体制を確立することになります。

増設プラントは、直ちにエンジニアリングを開始し、２０１１年末には設備を完成させ、２０１２年初頭から商業運転を開始致します。現行設備を最大限活用しつつ、増設プラントの稼働によって、市場の旺盛な需要に対する確実な供給体制を確立致します。
今回の増設は、これまで培ってきた生産技術を高度に反映させて、高いコスト競争力と高品質な製品を安定的に供給することを可能にします。
LCPは、高耐熱スーパーエンジニアリングプラスチックとして、パーソナルコンピューターや携帯電話等情報通信機器に使用される電子部品を中心に幅広い産業分野で活用され、その市場は高い成長率で拡大を続けてきました。特に電子部品の超小型化や、環境に配慮した鉛フリーハンダ使用の表面実装化に適合できる欠くべからざる先端素材として、その地位を確固としたものにしてきました。
弊社でも、最近の需要増加に対応するため、2008年5月には3,000ﾄﾝ/年の追加設備により8,200ﾄﾝ/年にまで増強し、さらにプラント運営の徹底した合理化と効率化に努めた結果、2008年11月には重合能力が10,000ﾄﾝ/年に達するなど、逐次富士工場のポリマー重合能力の増強を行って参りました。
弊社では、LCP事業のさらなる成長戦略のもと、LCPのトップメーカーとして高性能・高品質・安定供給をもってお客様の信頼に引き続き応えていけるよう努める所存です。
【当件に関するお問い合わせ】

■ポリプラスチックス株式会社　総務部　伊庭野

東京都港区港南　2-18-1

Tel: 03-6711-8600   Fax: 03-6711-8606
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